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５月５日（月）第６会場　午前9 :00～12 : 00

A 186 匁庭におヽける永敷贋・火気
　　　　　　　　　　　福山布立そ篠ﾇこ 加納三千子

〔(社)日本家政学会

　目的　寄どもが哺iLした食生活となるために. 奮複においt 13給食ヽや奴科をとあヽI T･の

食匁攬かヽfi･こなわれ乙いゐ、- 方匁翼ざ｀も辣の食ド

けをとおしT 知珈や抄｡術-S.身･こ-7 ITてい心. 各t" もたちの食s:;sのおヽかレぴli、その原因

として加工参晶々t"外食庫業・振興(＝よ･& 食£ 箔。薫化が考え$ れる. べ親夕々・t.iわヽ

変化I 、それにと* なって叙庭乙）食敷与徽艶ヵ哺i，xきz^＼i>ことも孝司の／つと考

えb れそ、そこで本籤ど'は、親の食に対するも檄や史聡と１ど' ぞの凍生活との関免£ , 食

蛍;? の指4-や技術の習得の側Si ヵヽう検討し、次の梯な峠果含得だ。

　御彦、福ふ布内・､ト営救5・b 茸ま｡が見tあヽよびその父兄%. 対李とし、ノ夕赳鉢ぷ月々S]

I 悳関の据厦調々を行、穴。肩勤巨]収駄ほI どI タリメ、（B 1又々ねJ 漿）、観ねｅ）ノく'<( £）

収キ刀.s % )r゛あっfz．調^ ,A t 還妄匁, 瓢}・食≪;*欠識, 食舎形態, 食多内參ノ食ｔ

淫の部落、食争場面・蜂､こついZ行。ﾌc.

　飾篆　1.食/ﾛ猿取瓦洸<n 乍い手i:' i it 食争の崩待威ヤ満足感が強< , 4ヵ､な喋しヽヽ－

圏々(。参事場面s 函いZ 1ヽた。z. f■*■とちメ^- ^ れ5こと/;f 食手マク- ガ‘'多く、肩走数

の多い多のほど好まいヽ食家;S ^ 恙-S 婦句がみられた。3. 食事の手伝川iit ｝り

く、^伝う内客は崖ジ-> If、拷片iすIf など-9'-多く、調きこjtゝ必ゝめ-i,4 のIt 今｀ns:ヵ｀つた。

4．食事の手伝いきcj <する* <5･H、息隷的々Si どき尭裔的々面乙り石寸レヽヽ食t靖i 尾

っていTﾆ、a μ=、手佩いーするも・ほど技術や食み知庫のー伴も4 ヵ｀・T~。
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調理形態の変化が食生活に及ぼす影響

女子栄養大栄養　○松田康子　if＼ -4-伸子

第１報

目的　現在の食生活は, *養的には必要摂取量を満たし、し好的には欲求するものがほ

入手できるいわゆる飽食の時代にある。しかし一方、外食産業の発達に伴う既製食品の

加や調理技術の低下などが急速にすすむ中で、健康維持を目的とする家庭での食事づく

の見直しが必要になってきている。そこで、食事づくりの基礎である調理の面から、こ

問題に対処したいと考え、調理の方法が年を鰹て如何に変化するかを調査して、その変

が食生活にどのように影響を及ぼすかを検討することにした。

方法　調査は7 1 種の食品について、それぞれ主な料理品目を掲出し、それらの喫食顛

を質問することによって家庭における調理の状態を推測することとし, 19 7 4年及び

Ｏ年後の19 8 4年に同様の調査を行なって結果を比較することにした。掲出した5 6

の料理品目は、日常調理されることが多い料理を予備調査で選定したものである。調査

象は、女子栄養大学学生の家庭とし調査票の記入は、主たる調理担当者に依頼した。調

数は19 7 4年は8 0 1世帯. 19 8 4年は7 8 2世帯である。

結果　調査結果の検討は、料理出現頻度= (よく食べるX 3 )十（割合よく食べるX 2

十（あまり食べないX 1 ) ／調査数を算出し、その数値をもとに行なった。1 .調理手

別出現頻度の変化一魚肉類、野菜類ともに煮物が減少し、野菜・芋では浸物・和物に減

傾向がみられた。2 .調味別出現傾向の変化一塩味.しゅうゆ味、塩■こしょう味fiど

味を6 味に分類し検討したが、各味とも大きな変化はみられなかった。他に、3 ．調理

料理・外食の利用の増加、4 .手間の省略化,調理時間の短縮化傾向がみられた。


